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	田沼肇執筆目録（分類項目順）
	Ⅰ　調査統計論
	01-001　<座談会>生活を求める群―浮浪者調査報告（東京帝大社会科学研究会）「言論」1（3） 注)氏原正治郎、井出洋、高橋洸、上原信博ほかと 1946年04月
	01-002　壕舎生活者の動向『起ちあがる人々―壕舎生活者・浮浪者の実態調査』　東京帝国大学社会科学研究会編　学生書房 1946年11月
	01-003　野底山の碑「学生評論」4（6） 注)ペンネーム　青山一郎 1947年12月
	01-004　<座談会>中小商業問題をめぐる座談会「商工時報」3（10） 注)鈴木武之助、生田豊朗と編集 1948年10月
	01-005　『調査課報告：国際貿易機構（ITO）について』商工省調査統計局調査課 注)商工事務官として執筆、以下同じ 1948年12月
	01-008　各課めぐりNo.2　「通産時報」4（10）通商企業局企業課 1949年10月
	01-009　世論調査の魔術―その機能と技術について「自然」7（1） 1952年01月
	01-010　<書評>『マルクス主義と統計』　上杉正一郎「新読書」 注)一部不明 1952年02月15日
	01-011　‘とまどう世論’と世論調査「パブリックリレーションズ」3（4） 1952年04月
	01-012　失業統計の手品―労働力調査批判「自然」7（4） 1952年04月
	01-013　世論調査と科学「思想」（334） 1952年04月
	01-014　クーシネンの‘衛生学’「立教大学新聞」 1952年04月30日
	01-016　「人口理論」と統計―日本人は多すぎるか「自然」7（11） 1952年11月
	01-017　ランドバーグ『社会調査』に寄せて「TUP通信」（11） 1953年04月
	01-019　戦後日本における国民所得統計『日本資本主義講座』第9巻　岩波書店 注)上杉正一郎、廣田純と共同執筆 1954年08月
	01-021　モニター報告　第207号（1954.11.30）～第214号（1955.1.31） 朝日新聞記事審査部 注)207,208,213号欠 1954年11月30日
	01-022　‘自由’諸国とマルサス主義―日本統計学会の討論から「理論」（29） 注)ペンネーム・大山勉 1954年12月
	01-024　新聞の‘世論’と世論調査の世論「賃金と社会保障」（171）1955.5.下旬 1955年05月
	01-025　<討論>統計学の対象と方法―オスカー・ランゲ『社会主義体制における統計学入門』をめぐって「経済評論」4（8） 注)有澤廣巳、中村隆英、廣田純ほかと 1955年08月
	01-026　<共同研究>職種別等賃金実態調査について「経済評論」4（8） 注)賃金統計研究会の共同執筆 1955年08月
	01-027　生むな殖やすな会議―国際家族計画会議の意味するもの「厚生」11（1） 1956年01月
	01-028　この本を読む人のために（序章）　ソヴェト統計学論争の経過と意義（Ⅱ章） 統計学の当面する問題（Ⅴ章） 『統計学の対象と方法―ソヴエト統計学論争の紹介と検討』　有沢廣巳編 日本評論新社 1956年06月
	01-030　統計の特質と利用の問題点「エコノミスト」34（33） 1956年08月18日
	01-031　調査のすすめ方とまとめ方「労働調査時報」（263）1956.10.上旬 1956年10月
	01-033　労働組合運動と調査活動「銀行労働調査時報」（71） 1956年11月
	01-034　調査活動の理論と方法　労働調査学校に参加して「労働調査時報」（266）1956.11.上旬 1956年11月
	01-035　マルサス主義と人口統計『人口過剰論批判』　上杉正一郎編著　日本評論新社 1956年12月
	01-037　調査活動の基本的問題について「自治労調査時報」(54) 1957年02月10日
	01-038　労働争議統計について（I～Ⅱ）「統計学」（5～6）　1957.6.～1958.4. 注)Ⅰは欠 1957年06月
	01-040　日教組の『学校白書』運動―最近の労働組合調査活動の一例「資料室報」（33） 1958年03月
	01-042　労働組合運動と調査活動（1～4）「調研月報」（1～4）1958.4.～7. 1958年04月
	01-043　<書評> 社会科学の方法と社会調査の方法―福武直著『社会調査』から学ぶ「思想」（414） 1958年12月
	01-044　調査論　(その1、その2)「労働月報」（129～130）京都府民政労働部　1959.1.～2. 1959年01月
	01-046　統計の上から見た不況と低姿勢と低賃金「学習の友」（65） 1959年03月
	01-048　<書評>『人口白書』をよんで―国民の素朴な生活感情に応えよ　「厚生」14（8） 1959年08月
	01-050　賃金統計の発達（第4章）『日本統計発達史』　日本統計研究所編　東京大学出版会 1960年03月
	01-051　①日経連と統計　②新聞の「世論」と世論調査の世論―労働統計の見方・使い方(1,2)　「賃金と社会保障」（170～171）　1960.5.11,5.21. 1960年05月11日
	01-052　<書評>『統計　うそ・まこと』　足利末男著　「経済評論」9（13） 1960年11月
	01-053　失業問題と失業統計（1～2）「賃金と社会保障」（197，199）1961.2.中旬～3.上旬 1961年02月
	01-054　賃金統計（1～4）「賃金と社会保障」（202，204，209，211）　1961.4. 上旬～7. 上旬 注)No.202は欠 1961年04月
	01-055　グラフにみる日本と世界の現状「国鉄文化」（132） 1962.4.･5.合併号 注)協力指導 1962年04月
	01-056　調査・研究活動への二、三の提案『第6回国民文化全国集会資料』　国民文化会議 1962年04月
	01-057　一目でわかる自民党の悪政―参議院選挙のために　「国鉄文化」（133） 注)協力指導 1962年06月
	01-059　国会図書館職組の『全逓資料室改善に関する勧告』を読んで「資料室懇談会会報」創刊号 1964年05月
	01-061　労働統計（第13講）『統計学』　内海庫一郎、木村太郎、三潴信邦編　有斐閣　1966.4.　改訂版　1976.4 1966年04月
	01-064　労働時間統計について「金属労働資料」16（8） 1973年08月
	01-065　主な統計とその見方「調査活動の手引き（全金シリーズ5）」（パンフ）　全国金属労働組合中央調査委員会編 1974年
	01-066　「雇用関連統計」について　「金属労働資料」17（1） 1974年01月01日
	01-067　ストライキ統計について「金属労働資料」17（3） 1974年03月01日
	01-068　<書評>『物価指数』　石田望著　「赤旗」 1974年08月12日
	01-069　<シンポジウム>統計のたたかい―その成果と課題（1～4）「経済」（131～135）　1975.3.～7. 注)上杉正一郎、敷田礼二、野田正穂ほかと 1975年03月
	01-070　労働統計『社会科学としての統計学―日本における成果と展望』　経済統計研究会編　産業統計研究社 注)「統計学」創刊20年記念号 1976年08月

	Ⅱ　階級構成論
	02-001　都市文化を支える職業「法政」（62） 1957年07月
	02-003　サラリーマンの歴史―昭和時代　今日のサラリーマン―その構成　『日本のサラリーマン』松成義衛、野田正穂ほかと共著　青木書店 1957年12月
	02-004　ホワイト・カラー―問題の背景「エコノミスト」36（1） 1958年01月
	02-005　<座談会>これからのサラリーマン「ひろば」（156・157合併号） 注)泉谷甫、野田正穂と 1958年01月
	02-006　「中間階級」論の展開（序章）　『現代の中間階級』　大月書店 注)執筆・訳編 1958年02月
	02-007　書評への反論―荒瀬豊氏の『日本のサラリーマン』批判に応える「日本読書新聞」（941） 注)松成義衛と共同投稿 1958年03月10日
	02-008　サラリーマン気質　「読売新聞」 1958年03月20日
	02-009　地方公務員の労働組合運動「長野県職資料」（127） 1958年04月
	02-010　サラリーマンの運命（上・中・下） 「東京新聞」（夕刊）1958.5.15.～17. 1958年05月15日
	02-011　ホワイトカラーと現場労働者「学習の友」（56） 1958年06月
	02-013　曲り角にきたサラリーマン　「産経新聞」 1959年02月18日
	02-014　なにを問題とすべきか　中間層研究―私論―　「法政大学芝田ゼミナール会報」 1959年04月22日
	02-015　サラリーメン・ユニオンの課題と展望　「銀行労働調査時報」（100，101） 1959年05月
	02-020　<シンポジウム>‘中産階級化’論の問題点を探る「銀行労働調査時報」（110） 注)北川隆吉、野田正穂ほかと 1960年02月
	02-021　‘出世をする秘訣’と‘出世をしない秘訣’「新読書」（270） 1960年03月
	02-023　新しい中間階級とは（1～6）「婦人民主新聞」（683～689）1960.4.3～5.15 1960年04月03日
	02-024　<座談会>日本における新中間層の意識と行動「経済評論」9（6） 注)高橋徹、篠原一と 1960年05月
	02-025　社会階級の構成分析（1～3）「賃金と社会保障」（181，188，190）1960.9.1.～12.1. 1960年09月01日
	02-026　<座談会>現代ホワイト・カラーの職場意識「ビジネス」4（12） 注)大河内―男、上坂冬子ほかと 1960年12月
	02-028　がんばれサラリーマン組合　「ほんばん」（48） 1961年05月
	02-029　<書評>『われらサラリーマン』読売新聞社会部編　「月刊労働問題」（38） 1961年07月
	02-039　大東京の社会構成『新しい日本』第2巻東京②　国際情報社 1962年07月
	02-040　サラリーマンに不況はどう響いたか　別冊「中央公論　経営問題」（春季号） 1963年03月
	02-043　Changes in Factors Conditioning the Urban Middle Class　Journal of Social and Political Idears in Japan  1963年07月
	02-044　ホワイト・カラーと‘窮乏化法則’「エコノミスト」別冊 1963年10月
	02-046　社会階級構成研究の動向と課題（上）「経済」（11） 1964年12月
	02-047　『現代サラリーマン論』　松成義衛著　法政大学出版会 注)泉谷甫、野田正穂とともに編集 1965年10月
	02-048　不況に揺れる「中間階級」「朝日新聞」（夕刊） 1965年10月14日
	02-049　故松成義衛氏のサラリーマン研究―『現代サラリーマン論』出版記念会における挨拶　「銀行労働調査時報」（184） 1965年11月
	02-051　<書評>『学歴無用論』　盛田昭夫著　「読書の友」 1966年08月29日
	02-052　サラリーマン労働組合論　「銀行労働調査時報」（200） 1967年02月
	02-053　現代人気質―サラリーマン　「東京新聞」（夕刊） 1967年02月04日
	02-054　諸階級論「経済」（37） 1967年05月
	02-055　国勢調査からみた階級構成の特徴「経済評論」16（9） 1967年09月
	02-056　労働者と学問「労働生活学習」創刊号 1968年 注)08-046と同文
	02-057　サラリーマンの労働と労働組合運動（1，2）「銀行労働調査時報」（212，218）1968.1.，6. 1968年01月
	02-058　労働者階級の構造はどう変りつつあるか「労働・農民運動」（26） 1968年05月
	02-059　階級「経済」（84） 1971年04月
	02-060　諸階級『マルクス主義経済学講座』（下）　新日本出版社 1971年06月
	02-061　日本における階級分化と階級構成―大橋隆憲著『日本の階級構成』にふれつつ　「前衛」（334） 1972年02月
	02-062　都市勤労諸階層の位置―その存立条件と統―戦線「前衛」（343） 1972年09月
	02-064　教師の階級的性格について　「教育」25（2） 1975年02月
	02-065　戦前・戦後の階級構成の特徴と変化　『新マルクス経済学講座』第6巻　有斐閣 1976年06月
	02-066　「政策構想フォーラム」の主張と科学的な階級・階層区分の立場　「赤旗」 1977年03月23日
	02-067　中間階級論の歴史的性格―現在の論争をみるにあたって「赤旗」 1978年01月15日
	02-068　‘労働者’概念をめぐる松下圭一氏らの議論　「赤旗」 1978年05月25日
	02-069　<書評>『階級と階級構造』　A・ハント編、大橋隆憲、小山陽一ほか訳　「経済」（192） 1980年04月
	02-070　『現代の農村社会―農村諸階級の構成』　栢野晴夫編著　高文堂出版社 注)監修を担当、あとがき執筆 1983年02月
	02-071　日本における社会階級構成の特質「私学研修」（95） 注)昭和57年度国内研修報告集 1984年03月
	02-072　わが国における社会階級構成論の到達点『現代の階級構成と所得分配』　坂寄俊雄、戸木田嘉久、野村良樹、野澤正徳編　有斐閣 1984年09月

	Ⅲ　社会政策・労働問題一般
	03-001　<ルポルタージュ>炭鉱地帯をゆく～高萩から湯元まで～　｢日本評論｣3(23) 注)執筆名なし 1948年03月
	03-003　失業者の生態「経済新潮」創刊号 1953年01月
	03-005　現段階における搾取と抑圧の機構「経済評論」2（4） 注)黒川俊雄と共同執筆 1953年04月
	03-007　窮乏日本の実態を解く「科学朝日」 注)堀江正規、黒川俊雄、牧村譲と共同執筆 1953年08月
	03-008　合理化による搾取『日本平和経済の理論』　日本労働組合総評議会編　青木書店 1953年08月
	03-009　日経連の賃金政策について「月刊炭労」（46） 1953年08月
	03-010　<共同研究>崩壊に瀕した日本経済とその出路「改造」（34）10 注)宇佐美誠次郎、堀江正規ほか4名と 1953年08月
	03-011　労働条件『労働経済四季報』第1集　労働経済研究会編　労働経済社 1953年10月
	03-012　働くものの無権利状態「全銀連調査時報」（39） 1953年11月
	03-013　‘労働者階級の状態’について「『日本資本主義講座』月報」（9） 注)大友福夫、坂寄俊雄、黒川俊雄と共同執筆 1954年06月
	03-014　『日本資本主義講座』の検討：労働問題―貧困化の分析を中心に「経済研究」6（4） 1955年10月
	03-015　労働者階級の貧困化『経済学講座　第5巻　日本経済』 注)井出洋と共同執筆　大月書店 1955年10月
	03-017　“美しい女性”になるには「全蚕文化」（1） 1956年01月
	03-018　生きるための問答室―好景気のかけ声と俺たちの生活「学習の友」（28） 1956年02月
	03-019　失業、半失業、潜在失業とは「学習の友」（31） 1956年05月
	03-025　<座談会>製糸にあらわれた生産性向上運動「全蚕文化」（3） 1957年02月
	03-027　労働問題『講座・社会科教育』4　飯塚浩二ほか編　明治図書出版 1957年05月
	03-028　‘技術革新’と労働問題「経済セミナー」（5） 1957年08月
	03-030　近代経済学による現状分析と政策―労働問題『近代経済学批判』Ⅳ　東洋経済新報社 注)西村豁通と共同執筆 1957年11月
	03-032　<鼎談>国民運動としての勤評反対闘争―その意義と性格について「日教組教育情報」（404） 注)持田栄一、黒沼稔と 1958年03月
	03-033　保健婦・Sさんへの手紙「保健婦雑誌」14（4） 1958年04月
	03-034　貧困な論争と論争の貧困―総評と日経連の主張をめぐって「労働経済旬報」（364）1958.4.中旬 1958年04月
	03-035　<対談>婦人運動の新しい飛躍のために「日教組教育情報」（411） 注)帯刀貞代と 1958年05月
	03-036　日経連の賃金論に立つ政策「東京教育大学新聞」 1958年05月10日
	03-037　人間関係的管理「教育評論」（71） 注)綿貫譲治ほかと共同研究 1958年06月
	03-039　<書評>『経営学入門』　坂本藤良著　「新読書」 1958年07月
	03-040　戦後日本の労働者意識「中央公論」73（8） 1958年08月
	03-041　<座談会>労働者教育の問題点「労働者教育協会報」（6） 注)乾孝、北川隆吉ほかと 1958年08月
	03-044　労働問題研究と「社史」の利用「資料室報」（41） 1958年12月
	03-045　<資料解説>1958年の本棚（労働）「図書新聞」（481） 1958年12月20日
	03-046　<書評>『日本綿業労働論』　進藤竹次郎著　「月刊労働問題」（9） 1959年02月
	03-047　<書評>『労働年鑑』　桂労働関係研究所編　「月刊労働問題」（10） 1959年03月
	03-048　職業技術教育と労働問題―文献および資料について（1～4）「資料室報」（46～47，55～56）　1959.5. ～1960.4. 1959年05月
	03-055　労働の生産性　『講座・科学技術教育（上巻）　科学技術教育の基礎』　岡邦雄等編　明治図書出版 1959年09月
	03-061　パトタイ生活礼讃　AAA（2） 1960年01月
	03-065　合理化と思想攻勢「進路」（109） 1960年03月
	03-067　日教組の専従者制限とＩＬＯ条約「教育」10（4） 1960年04月
	03-068　職場のつながり　『われら日本人3　その社会』　平凡社 1960年04月
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	04-104　80春闘をめぐる情勢　『80年春闘学習・教宣資料集』　労働者教育協会 注)執筆・監修 1979年12月
	04-105　<パネルディスカッション>ナショナルセンターの正しいあり方をめぐって「労働運動」（169） 1980年01月
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	04-114　<パネルディスカッション>日本労働組合運動の民主的再建のために「労働運動」（215） 注)岩井章、清水慎三、猿橋真ほかと 1983年11月
	04-116　<書評>『戦後日本の社会運動』　塩田庄兵衛著　「赤旗」 1986年12月15日
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	Ⅴ　労働運動史
	05-002　労働者のみなさんへ『日本資本主義講座』月報2　岩波書店 注)執筆名なし 1953年10月
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	05-040　時期区分論の課題『戦後労働運動の展開過程』　お茶の水書房（社会政策学会年報15） 1968年04月
	05-041　メーデーの歴史的意義　「通信教室」（2） 1968年04月
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	06-001　1946年8月6日　『原水爆被害白書―かくされた真実』　日本原水協専門委員会編　日本評論新社 注)石井金一郎と共同執筆・編集に参加 1961年07月
	06-003　被爆者に励まされて―第10回原水爆禁止世界大会に参加して「現実と文学」 1964年10月
	06-004　『被爆者救援運動の手引き―101の問答』　日本原水協原水爆被害者対策部編、原水爆禁止日本協議会 注)執筆・編集に参加 1965年03月
	06-007　被爆者の手記をよんで「学習の友」（155） 1966年08月
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	06-024　被爆者とともに（パンフ）　原水爆禁止日本協議会 1970年07月
	06-027　『原爆被爆者問題』　新日本出版社 1971年01月
	06-028　被爆者援護法の制定を要求する運動について「原水協通信」（336） 1971年02月
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